
    

様式様式様式様式 CCCC----19191919    

科学研究費補助金研究成果報告書科学研究費補助金研究成果報告書科学研究費補助金研究成果報告書科学研究費補助金研究成果報告書    

平成 21 年 6 月 23 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究成果の概要： 

 本研究では、小学校の校庭を訪れるチョウ類やその寄主植物、吸蜜植物などの観察を通

して、子どもたちへの環境教育の実践と、地域の自然環境の保全・再生とを同時並行的に

進めることができるような“地域密着型”の環境教育プログラムを開発した。また、その

普及を図るために、Web ページ『校庭にチョウを呼ぼう！宮城教育大学バタフライガーデ

ン（http://mizotalab.miyakyo-u.ac.jp/butterflygarden）』を作成し、インターネット上

で公開を行った。 

 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007年度 2,300,000 0 2,300,000 

2008年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度    

年度    

 年度    

総 計 3,200,000 270,000 3,470,000 

 

 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：科学教育 

キーワード：(1)チョウ (2)バタフライガーデン (3) web ページ (4)小学校 (5)校庭 (6)

環境教育(7)生態系保全 
 

１．研究開始当初の背景 
 

（１）急激な都市化とともに自然環境が失

われ、身近な生き物たちは次々と姿を消し、

自然との触れ合いの機会を作り出すことが

困難な時代となった。そのため、教師を含

めた若い世代が絶対的な自然体験不足に陥

っている。 
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（２）自然体験不足の問題を解決するため

には、多様性に富んだ自然の中での自然体

験学習をイベント型環境教育と位置付けて

年に１〜数回実施すると同時に、それと補

完しあう形で、地域に密着した持続的な環

境教育（＝地域密着型の環境教育）を実践

していくことが、最も現実的かつ効果的な

方法である。 

 

（３）地域に密着した、持続的な環境教育

を実践するためには、子どもたちにとって

一番身近なフィールドであり、日常的に接

することができる校庭の自然を活用するこ

と、また、扱う対象としてはいつでも身近

に観察でき、環境との結びつきが強い生き

物を選定することが肝要である。 

 

（４）本研究では、チョウを題材とした地

域密着型の環境教育プログラムを作成する

ことを目指した。チョウは植物や周辺の環

境との結びつきが強く、自然の豊かさを知

るバロメーター（指標）となるばかりでな

く、もともと校庭に生えている食草や吸蜜

植物を活かしながら、生き物と触れ合う体

験の機会を提供できるからである。 
 

２．研究の目的 
 

 本研究の目的は、小学校の校庭を訪れる
チョウやその寄主植物などの観察を通して、
子どもたちへの環境教育の実践と、地域の
自然環境の保全・再生とを同時並行的に進
めることができるような“地域密着型”の
環境教育プログラムを開発し、その普及を
図ることである。 
 

３．研究の方法 
 

（１）校庭のチョウに関する多角的・継

続的な生態調査と、その研究成果を基盤

とした校庭の自然がもつ教育力の発掘

を行なうことで、チョウの環境教育教材

としての可能性を探る（調査・研究）。 

 

（２）校庭のチョウを題材とした環境教

育プログラム・教材を作成し、校庭を活

用した自然体験学習に関する一つのモ

デルを提案する（教育・普及）。 

 
（３）全国の小・中学校の校庭のチョウを

調査することで、生態系の繋がり（＝ネッ
トワーク）の重要性を理解するとともに、
地域全体の生物相の回復、生態系の保全に
貢献する（自然環境の保全）。 
 
４．研究成果 
 

（１）校庭のモデルとして宮城教育大学バ

タフライガーデンを選定してチョウ類のル

ートセンサス調査を行い、チョウ類の群集

構造の特性を明らかにした。 

 

（２）（１）の成果をもとに、身近なチョウ

類を題材とした児童・生徒への体験的環境

教育ならびに地域の自然環境の保全・再生

とを同時並行的に進めることができる“地

域密着型”の環境教育プログラムを開発し

た。 

 

（３）宮城教育大学バタフライガーデンを

活用した小学生向けの体験的環境学習イベ

ント、教員を志望する大学生への体験学習、

現職教員向けの公開講座、一般市民向けの

体験講座などを開催し、身近なチョウ類を

題材とした環境教育の実践に大きな成果を

挙げた。 

 
（４）以上の成果をまとめ、Web ページ『校
庭にチョウを呼ぼう！宮城教育大学バタフ 
ライガーデン 
（ http://mizotalab.miyakyo-u.ac.jp/butt
erflygarden ）』を作成した。この web ペー
ジに含まれるコンテンツは以下のとおりで
ある。 
① バタフライガーデン情報（フォトギャラ
リー） 

② 施設紹介 
③ 今回開発した環境教育コンテンツ類 

・ 日本産チョウ類の種名検索システ
ム 

・ 校庭のチョウ・食草図鑑 
・ インターネット「みんなで調べよ
う！チョウの調査」など 

④ バタフライガーデンのつくり方 
⑤ 授業・環境学習への活用 
などに関する情報提供を行った。 
 

 日本では、校庭を活用した環境教育といえ
ば、池をつくるビオトープ活動が主流であり、
校庭にチョウを呼び込もうとする動きはほ
とんど見られない。しかし、アメリカやイギ
リスを中心とする欧米諸国ではチョウを題
材とした環境教育に関しては長い歴史があ



り、体系的な教育プログラムを作り上げる動
きも盛んである。特に、英国ではチョウ類保
全協会が中心となって「庭のチョウ」の調査
が組織的に実施されており、貴重な長期モニ
タリングのデータが蓄積されている。 
 本研究により、日本国内でも「校庭のチョ
ウ」を題材とした環境教育を進める礎が築か
れ、今後、地域に密着した環境教育を実践し
ていく上で大きな可能性を秘めた手法とし
て期待される。 
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